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　個人情報については、「東邦大学の個人情報の取り扱いについて」（https://www.toho-u.ac.jp/univ/effort.html）に

基づいて取り扱います。

　入学試験を通じて取得した個人情報（以下、入学志願者の個人情報）は、①入学試験実施（出願情報処理、選抜試

験実施）、②合格発表、③入学手続、④入学者選抜方法等に於ける調査・研究・分析及びこれらに付随する業務のた

めに利用します。また、入学手続者のみ、⑤入学手続、入学後の学籍管理、学習指導、学生生活支援に係る業務及び

これらに付随する業務のために利用します。その他の目的に利用することはありません。

個人情報の取り扱いについて



目　　次

建学の精神、教育の理念、

ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー      ……………… １

理学研究科入試概要2024 ………………………………………………………………… ３

博士前期課程　学生募集要項 ……………………………………………………………６

　推薦入試 …………………………………………………………………………………８

　特別選抜入試（８月募集） ……………………………………………………………９

　一般入試　　（８月募集） …………………………………………………………… 10

　社会人入試　（８月募集） …………………………………………………………… 11

　外国人入試　（８月募集） …………………………………………………………… 12

　特別選抜入試（２月募集） …………………………………………………………… 13

　一般入試　　（２月募集） …………………………………………………………… 14

　社会人入試　（２月募集） …………………………………………………………… 15

　外国人入試　（２月募集） …………………………………………………………… 16

博士後期課程　学生募集要項 …………………………………………………………… 18

　一般入試　　（８月募集） …………………………………………………………… 20

　社会人入試　（８月募集） …………………………………………………………… 21

　外国人入試　（８月募集） …………………………………………………………… 22

　一般入試　　（２月募集） …………………………………………………………… 23

　社会人入試　（２月募集） …………………………………………………………… 24

　外国人入試　（２月募集） …………………………………………………………… 25

博士前期課程・博士後期課程　学生募集要項における共通事項 …………………… 26

　出願書類について ……………………………………………………………………… 28

　試験科目について ……………………………………………………………………… 31

　主な研究内容 …………………………………………………………………………… 33

　連携・提携大学院 ……………………………………………………………………… 39

　研究内容についての問い合わせ ……………………………………………………… 40

出願書類（様式） ………………………………………………………………………… 42



共通－1－

建　学　の　精　神
　

「自然・生命・人間」

教　育　の　理　念
　「自然に対する畏敬の念を持ち、生命の尊厳を自覚し、人間の謙虚な心を原点として、かけがえのない自然と人間

を守るための、豊かな人間性と均衡のとれた知識・技能を育成する」

ディプロマ・ポリシー
　理学研究科では、「人材の育成に関する目的その他の教育研究上の目的」に定めた人材を育成するため、博士前期

課程、博士後期課程それぞれにおいて、以下のような学位授与方針（ディプロマ・ポリシ－）を設定する。

■博士前期課程

　原則２年以上在籍し、所定の課程を修了することに加え、以下の能力を身につけた者に対し、修士（理学）の

学位を授与する。

・高度な専門知識に基づいた問題発見解決能力を有し、技術職・教育職・行政職など社会的実務の中核を担うこ

とができる。

・自然に対する畏敬の念と謙虚な心を持ち、国際社会でも活躍しうる、バランスのとれた高度職業人として社会

を支えることができる。

■博士後期課程

　原則３年以上在籍し、所定の課程を修了することに加え、以下の能力を身につけた者に対し、博士（理学）の

学位を授与する。

・高度な専門知識に基づいた問題発見解決能力、創造性豊かな研究・開発能力を有し、自ら発見した問題を研究

し、成果を発信することができる。

・自然に対する畏敬の念と謙虚な心を持ち、国際社会でも活躍しうる、バランスのとれた科学者・研究者として

社会を支えることができる。

・科学的な知識や思考方法を他者に教授・指導できる能力をもち、多様な研究・教育機関の中核を担うことがで

きる。

カリキュラム・ポリシー
　理学研究科では、ディプロマ・ポリシーに掲げた要件をそれぞれの学生が達成するため、博士前期課程・博士後

期課程において、以下のようなカリキュラムを編成する。

■博士前期課程

　・高度な専門知識・問題発見解決能力

　専攻基礎科目・専攻専門科目では、それぞれの専攻分野に関する高度な知識を身につけていく。また、研究

分野に応じて指導教員・副指導教員を定め、そのもとで専攻共通科目（演習Ⅰ～Ⅳ、特別研究Ⅰ～Ⅳ）の指導

を受けて研究を進めていく過程で、さらに深い専門知識を身につけ、問題発見解決能力を養う。

　・自然に対する畏敬の念と謙虚な心

　研究科共通科目として生命倫理、技術者倫理に関する科目を置き、生命科学や医療における思想や倫理観、

科学技術が社会や自然に及ぼす影響、技術者が背負っている社会的責任の重さを理解する。
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　・国際社会でも活躍できるバランスのとれた高度職業人

　コミュニケーション能力やプレゼンテーション技術修得のため、研究科共通科目として、外国語に関する科目を

置く。また、インターンシップや企業の社会的責任を理解する科目を置き、高度職業人となるための自覚を養う。

■博士後期課程

　・高度な専門知識・問題発見および解決能力

　各専攻とも、研究分野に応じて指導教員・副指導教員を定め、そのもとで専攻共通科目（演習Ⅴ～Ⅹ、特別

研究Ⅴ～Ⅹ）の指導を受けて研究を進める。その過程で高度な専門知識を身につけるだけでなく、自ら問題発

見し、それを解決する能力を養う。

　・創造性豊かな優れた研究開発能力

　与えられた専攻テーマに関係する学術的な背景を十分に理解し、さらに得られた研究結果に外部の最新知見

を取り入れながら専攻テーマを発展させる創造力を持ち、新たな研究を自ら開発する能力を養う。

　・自ら立案実行できるバランスの取れた科学者・研究者

　自ら立案した研究計画に基づいて研究を行い、その研究成果を博士論文としてまとめ、国内外での学会発表、

国際学術誌への論文発表を行い、その価値を社会へ発信する。

　・科学的な思考方法を教授・指導できる能力

　研究活動の中で創造性豊かな優れた研究開発能力および科学的な思考方法を教授・指導出来る充分なコミュ

ニケーション能力を身に付ける。

アドミッション・ポリシー
　理学研究科では、ディプロマ・ポリシーを達成するため、博士前期課程、博士後期課程のそれぞれにおいて、以

下のような資質を持つ人材を積極的に受け入れる。

博士前期課程

　博士前期課程では、推薦入試、特別選抜入試、一般入試、社会人入試および外国人入試を設け、以下のような

資質を持つ人材を積極的に受け入れる。

・本研究科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的を充分理解している人

・各専攻における高度な専門知識や技能の修得に強い意欲をもつ人

・学習および研究に必要な基礎学力をもつ人

・学習および研究に必要な英語の読解力をもつ人

・学習および研究に必要なコミュニケーション能力をもつ人

　一般入試では、学力試験と面接試験により以上の資質を確認する。推薦入試、特別選抜入試、社会人入試およ

び外国人入試では、主に面接試験により以上の資質を確認する。

博士後期課程

　博士後期課程では、一般入試、社会人入試および外国人入試を設け、以下のような資質を持つ人材を積極的に

受け入れる。

・本研究科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的を充分理解している人

・博士前期課程又は修士課程で身につけるべき高度な専門知識や技能をもつ人

・研究開発力を身に付けた自立した研究者を志している人

・希望する専攻テーマに関係する学術的背景を理解し充分な説明ができる人

・学習および研究に充分な英語の読解力および表現力をもつ人

・学習および研究に充分なコミュニケーション能力をもつ人

　一般入試では学力試験と面接試験によって以上の資質を確認する。社会人入試および外国人入試では主に面接

試験によって以上のような資質を確認する。
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理学研究科入試概要2024

　入試内容に変更があった際は、理学研究科入試情報https://www.toho-u.ac.jp/sci/graduate/ 
scigrad_exam/index.htmlにて告知いたします。

◇募集研究部門・募集人員
【博士前期課程・博士後期課程】

※　募集人員は、推薦入試・特別選抜入試・社会人入試・外国人入試の若干名を含む。
※　出願前に必ず専攻主任および志望部門の教員へ連絡すること。（３３～４０頁参照）
※　各教員の受け入れ可能な人数には制限があるため、第１志望の教員の研究指導を受けられない場合
がある。

◇出願期間・試験日程一覧
【博士前期課程】

【博士後期課程】
　

【共通】
＊同一試験日の異なる試験区分への同時出願はできない。
＊２月募集については、専攻により募集を行わない場合もある。
実施しない場合は、理学研究科入試情報：https://www.toho-u.ac.jp/sci/graduate/scigrad_exam/index.html
上に2023年10月2日（月）までに掲載する。

募集人員研　究　部　門専　攻 博士後期博士前期
３名16名無機・分析化学、物理化学、有機化学化 学 専 攻
３名15名進化・生態学、機能生物学、人間生物学生 物 学 専 攻
３名18名宇宙・素粒子物理学、物性物理学、量子・原子物理学物 理 学 専 攻
３名18名分子生物学、分子科学、分子医学・生理学生物分子科学専攻
３名18名情報科学情 報 科 学 専 攻
２名６名環境化学、環境生態学、地球環境科学、環境管理・創成科学環 境 科 学 専 攻

入学手続期限合格発表日試験日出願期間試験区分

2023年8月4日（金）
午後３時2023年7月27日（木）各専攻が定めた日程2023年7月3日（月）

～7月10日（月）推 薦７
 月

2023年9月11日（月）
午後３時2023年8月31日（木）2023年8月19日（土）2023年7月31日（月）

～8月8日（火）

特別選抜
８
　
月

一 般
社 会 人
外 国 人

2024年3月8日（金）
午後３時2024年2月29日（木）2024年2月22日（木）2024年2月1日（木）

～2月8日（木）

特別選抜
２
　
月

一 般
社 会 人
外 国 人

入学手続期限合格発表日試験日出願期間試験区分

2023年9月11日（月）
午後３時2023年8月31日（木）2023年8月19日（土）

2023年7月31日（月）
～8月8日（火）

一 般８
　
月
社 会 人
外 国 人

2024年3月8日（金）
午後３時2024年2月29日（木）2024年2月22日（木）

2024年2月1日（木）
～2月8日（木）

一 般２
　
月
社 会 人
外 国 人
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◇出願書類提出先・提出方法
　出願書類（２８・２９頁）を確認し、期間内に以下の通り手続きを行うこと。
　　提出先　　　〒274-8510　千葉県船橋市三山2-2-1
　　　　　　　　東邦大学習志野学事部学事課理学部教務担当　　電話　047-472-7208
　　　　　　　　受付時間　平日8：45～17：00　土曜8：45～13：30（日・祝日休み）
　　提出方法　　持参　または　郵送

注）・郵送による出願の場合は、受験票返信用封筒（返送用切手を貼り、返送先住所および氏名
を記入したもの）を同封すること。

　　　　　・いったん受理した出願書類、入学検定料は一切返却しない。

◇個別の入学資格審査
各入試の出願資格のうち、個別の入学資格審査において出願しようとする者は、以下の申請期日まで
に必ず習志野学事部学事課理学部教務担当（kyoumu@sci.toho-u.ac.jp）へ申し出ること。
８月入試：６月３０日（金）まで
２月入試：１２月２０日（水）まで

◇試験会場
　東邦大学習志野キャンパス
　試験開始の15分前までに試験場に入ること。

◇配慮の希望について
病気や障がい等のために受験上の配慮および修学上の配慮を希望する場合は、各試験区分の出願開始
２か月程度前をめやすに、習志野学事部理学部教務担当へ申し出ること。

◇合格発表
合格発表日午前10時、東邦大学大学院理学研究科掲示板（理学部Ⅱ号館2Ｆ）に掲示するとともに合格
者に「合格通知」および「入学手続要項」を郵送する。（不合格者には郵送しない）

◇入学手続
　合格者は指定された入学手続期限日午後3時までに所定の入学手続をしなければならない。
　入学手続に関する詳細は合格者に送付する。
　※入学時において在職中の者は、勤務先の所属長の修学許可書を必要とする。（様式随意）

◇入学手続時納付金
　入学手続時には、学費のうち入学金・授業料（半期分）・施設設備料・災害傷害保険料を納入する。
※推薦入試・８月募集入試の合格者は、入学手続時納付金の一部を分納にすることができる。（10月入学希
望者を除く）

　　　各入試の入学手続期限まで：入学金のみを納入
　　　２０２３年１２月１３日（水）午後３時まで：残りの入学手続時納付金を納入
※入学手続後、入学を辞退するときは、下記の期日までに習志野学事部理学部教務担当へ申し出た者に限
り、納付金のうち、入学金を除いた金額を返還する。（但し、推薦入試および特別選抜入試は除く）

　　2023年10月入学希望者：2023年９月12日（火）午後３時
　　2024年４月入学希望者：2024年３月29日（金）午後３時
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◇学費

※博士後期課程入学者のうち本研究科博士前期課程出身者については、入学金および施設設備料を免除する。

◇その他
・本研究科は外国為替及び外国貿易法（外為法）に基づき、経済産業省が作成した『安全保障貿易に係
る機微技術管理ガイダンス（大学・研究機関用）第四版』に則った対応を行う。別途対応が必要に
なった場合、手続きの遅延や取り消しがあり得ることに留意すること。

備　考博士後期課程博士前期課程学　費

100,000円　　　　100,000円　　　　入　　学　　金

学期ごとに納入500,000円（年額）500,000円（年額）授　　業　　料

入学時のみ　　100,000円　　　　100,000円　　　　施 設 設 備 料

　　3,620円（３年分）　　2,430円（２年分）災害傷害保険料
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博士前期課程

学 生 募 集 要 項
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◇ 推 薦 入 試

１．出　願　資　格

　次のすべての要件を満たす者とする。
⑴　志望する専攻の基礎となる本学理学部の学科を２０２３年９月又は２０２４年３月卒業見込みの者。
⑵　３年次までの成績が特に優秀である者。
⑶　入学を確約できる者。

　　※推薦入試出願者は、特別選抜入試に出願できない。

２．選　抜　方　法

　　　書類審査および面接試験により入学志願者の能力、適性等を総合して判定する。
　

３．そ　　の　　他

２０２３年９月卒業見込の者で、入学試験に合格した者については、本人の希望により２０２３年10月入
学を許可する。



前期－9－

◇ 特別選抜入試（８月募集）

１．出　願　資　格

　学業成績が優秀であり入学を確約できる者で、かつ次のいずれかの要件を満たす者とする。
⑴　本学理学部に在籍し、志望する専攻の基礎となる学科以外を２０２３年９月又は２０２４年３月卒業見
込みの者

⑵　本学の学部（理学部以外）に在籍し、２０２３年９月又は２０２４年３月卒業見込みの者
⑶　他の大学（学校教育法第83条に定める大学をいう。）を２０２3年９月又は２０２４年３月卒業見込みの
者

※　特別選抜入試は、計２回の募集（８月募集、２月募集）があるが、出願資格⑴に該当する者が
特別選抜入試に出願できるのは８月のみ。ただし、推薦入試出願者は特別選抜入試に出願でき
ない。出願資格⑵⑶に該当する者が特別選抜入試として出願できるのは、いずれかの１回のみ
とする。

２．選　抜　方　法

書類審査および面接試験により入学志願者の能力、適性等を統合して判定する。
（学力試験を課す場合がある。）

３．そ　　の　　他

　2023年９月卒業見込みの者で、入学試験に合格した者については、本人の希望により２０２３年１０月入
学を許可する。



前期－10－

◇ 一 般 入 試（８月募集）

１．出　願　資　格

　　　次のいずれかの要件を満たす者とする。
⑴　大学（学校教育法第83条に定める大学をいう。以下同じ）を卒業した者又は２０２３年９月および
２０２４年３月卒業見込みの者。

⑵　文部科学大臣が指定した者。
⑶　学校教育法第104条第７項の規定により学位授与機構より学士の学位を授与された者又は２０２４
年３月31日までに授与される見込みの者。

⑷　外国において16年の学校教育の課程を修了した者又は２０２４年３月修了見込みの者。
⑸　本研究科において個別の入学資格審査（４頁参照）により、大学を卒業した者と同等以上の学
力があると認められた者で２０２４年４月１日までに22歳に達している者。

２．試　験　科　目

　　　　　　　　　　 １）詳細については31頁を参照すること

３．そ　　の　　他

⑴　入学試験に合格し、以下に該当する者については、本人の希望により２０２３年１０月入学を許可する。
・出願資格⑴のうち、大学を卒業した者又は２０２３年９月卒業見込みの者。
・出願資格⑶のうち、学校教育法第１０４条第７項の規定により学位授与機構より学士の学位を
授与された者。
・出願資格⑷のうち、外国において１６年の学校教育の課程を修了した者。
・出願資格⑵又は⑸で出願した者。

⑵　推薦入試を受験した者が再度受験する場合には、入学検定料（20,000円）のうち半額を返金する。
再度受験する者は、出願時に本学所定の入学検定料返金願を添付し、申し出ること。

環境科学
専　　攻

情報科学
専　　攻

生物分子
科学専攻物理学専攻生物学専攻化学専攻

〇
（32頁参照）〇〇〇

（32頁参照）〇〇専門科目

外部試験により評価１）〇英　　語

〇〇〇〇〇〇面　　接



前期－11－

◇ 社会人入試（８月募集）

１．出　願　資　格

　社会人としての１年以上の職務歴（※１）を有する者で、かつＡ～Ｃのいずれかの資格要件を満
たす者とする。
　（資格要件）

※１　「社会人としての１年以上の職務歴」＝出願する時点で１年以上の職務歴があること。
※２　４頁参照のこと。

２．試　験　科　目

　　　　　　　　　　 １）免除することがある
　　　　　　　　　　 ２）詳細については31頁を参照すること

３．そ　　の　　他

⑴　入学試験合格者のうち、希望者は２０２３年10月入学を許可する。
⑵　推薦入試を受験した者が再度受験する場合には、入学検定料（20,000円）のうち半額を返金す
る。再度受験する者は、出願時に本学所定の入学検定料返金願を添付し、申し出ること。

大学（学校教育法第８３条に定める大学をいう。）を卒業した者。A
外国において学校教育法における１６年の課程を修了した者。B
本研究科における個別の入学資格審査（※２）により、大学を卒業した者と同等以上の学
力があると認められた者で、２２歳に達した者。C

環境科学
専　　攻

情報科学
専　　攻

生物分子
科学専攻物理学専攻生物学専攻化学専攻

外部試験により評価２）〇１）外部試験により評価２）〇１）英　　語

〇〇〇〇〇〇
面　　接

（学力試験を課 
 す場合がある）



前期－12－

◇ 外国人入試（８月募集）

１．出　願　資　格

　次の１・２のすべてに該当する者で、かつA～Cのいずれかの資格要件を満たす者とする。

　（資格要件）

※１　外国人入試による出願を希望する者は、出願前に必ず専攻主任および志望部門の教員へ連
絡し、合格時に受け入れ可能であることを確認すること。

※２　４頁参照のこと。

２．試　験　科　目

３．そ　　の　　他

⑴　入学試験に合格し、以下に該当する者については、本人の希望により２０２３年１０月入学を許可する。
　　・資格要件Ａのうち、大学を卒業した者。
　　・資格要件Ｂのうち、外国において１６年の学校教育の課程を修了した者。
　　・資格要件Ｃで出願した者。
⑵　推薦入試を受験した者が再度受験する場合には、入学検定料（20,000円）のうち半額を返金す
る。再度受験する者は、出願時に本学所定の入学検定料返金願を添付し、申し出ること。

大学（学校教育法第８３条に定める大学をいう。）を卒業した者又は２０２４年３月３１日までに
卒業する見込みの者。Ａ

外国において１６年の学校教育の課程を修了した者又は２０２４年３月３１日までに卒業する見込
みの者。Ｂ

本研究科において個別の入学資格審査（※２）により、大学を卒業した者と同等以上の学
力があると認められた者で、２２歳に達した者。Ｃ

日本国籍を有しない者で、かつ日本国の永住許可を得ていない者。１

本学の授業は、ほとんど日本語で行われるので、授業を受けるのにさしつかえがない程度
の日本語能力を有する者。２

日本語能力試験又は日本留学試験「日本語」などの結果により評価日 本 語

個別試験（免除することがある）英　　語

学力試験を課す場合がある面　　接



前期－13－

◇ 特別選抜入試（２月募集）

１．出　願　資　格

　学業成績が優秀であり入学を確約できる者で、かつ次のいずれかの要件を満たす者とする。
⑴　本学の学部（理学部以外）を２０２３年９月卒業又は２０２４年３月卒業見込みの者
⑵　他の大学（学校教育法第83条に定める大学をいう。）を２０２３年９月卒業又は２０２４年３月卒業見込
みの者

※　特別選抜入試は、計２回の募集（８月募集、２月募集）があるが、特別選抜入試として出願で
きるのは、いずれかの１回のみとする。

２．選　抜　方　法

　　　書類審査および面接試験により入学志願者の能力、適性等を統合して判断する。
　　　（学力試験を課す場合がある。）



前期－14－

◇ 一 般 入 試（２月募集）
　

１．出　願　資　格

　次のいずれかの要件を満たす者とする。
⑴　大学（学校教育法第83条に定める大学をいう。以下同じ）を卒業した者又は２０２４年３月卒業見
込みの者。

⑵　文部科学大臣が指定した者。
⑶　学校教育法第104条第７項の規定により学位授与機構より学士の学位を授与された者又は２０２４
年３月31日までに授与される見込みの者。

⑷　外国において16年の学校教育の課程を修了した者又は２０２４年３月修了見込みの者。
⑸　本研究科において個別の入学資格審査（４頁参照）により、大学を卒業した者と同等以上の学
力があると認められた者で２０２４年４月１日までに22歳に達している者。

２．試　験　科　目

　　　　　　　　　　 １）免除することがある
　　　　　　　　　　 ２）詳細については31頁を参照すること

３．そ　　の　　他

　推薦入試・８月募集入試を受験した者が再度受験する場合には、入学検定料（20,000円）のうち
半額を返金する。再度受験する者は、出願時に本学所定の入学検定料返金願を添付し、申し出るこ
と。

環境科学
専　　攻

情報科学
専　　攻

生物分子
科学専攻物理学専攻生物学専攻化学専攻

〇
（32頁参照）

卒業論文に
より評価実施せず〇

（32頁参照）〇１）〇１）専門科目

外部試験により評価２）実施せず外部試験により評価２）〇英　　語

〇〇〇〇〇〇
（32頁参照）面　　接



前期－15－

◇ 社会人入試（２月募集）

１．出　願　資　格

　社会人としての１年以上の職務歴（※１）を有する者で、かつＡ～Ｃのいずれかの資格要件を満
たす者とする。
　（資格要件）

※１　「社会人としての１年以上の職務歴」＝出願する時点で１年以上の職務歴があること。
※２　４頁参照のこと。

２．試　験　科　目

　　　　　　　　　　 １）免除することがある
　　　　　　　　　　 ２）詳細については31頁を参照すること

３．そ　　の　　他

　推薦入試・８月募集入試を受験した者が再度受験する場合には、入学検定料（20,000円）のうち
半額を返金する。再度受験する者は、出願時に本学所定の入学検定料返金願を添付し、申し出るこ
と。

大学（学校教育法第８３条に定める大学をいう。）を卒業した者。Ａ

外国において学校教育法における１６年の課程を修了した者。Ｂ

本研究科における個別の入学資格審査（※２）により、大学を卒業した者と同等以上の学
力があると認められた者で、２２歳に達した者。Ｃ

環境科学
専　　攻

情報科学
専　　攻

生物分子
科学専攻物理学専攻生物学専攻化学専攻

外部試験により評価２）〇１）外部試験により評価２）〇１）英　　語

〇〇〇〇〇〇
面　　接

（学力試験を課 
 す場合がある）



前期－16－

◇ 外国人入試（２月募集）

１．出　願　資　格

　次の１・２のすべてに該当する者で、かつＡ～Ｃのいずれかの資格要件を満たす者とする。

　（資格要件）

※１　外国人入試による出願を希望する者は、出願前に必ず専攻主任および志望部門の教員へ連
絡し、合格時に受け入れ可能であることの確認をすること。

※２　４頁参照のこと。

２．試　験　科　目

３．そ　　の　　他

　推薦入試・８月募集入試を受験した者が再度受験する場合には、入学検定料（20,000円）のうち
半額を返金する。再度受験する者は、出願時に本学所定の入学検定料返金願を添付し、申し出るこ
と。

大学（学校教育法第８３条に定める大学をいう。）を卒業した者又は２０２4年３月３１日までに卒
業する見込みの者。

Ａ

外国において１６年の学校教育の課程を修了した者又は２０２４年３月３１日までに卒業する見込
みの者。

Ｂ

本研究科において個別の入学資格審査（※２）により、大学を卒業した者と同等以上の学
力があると認められた者で、２２歳に達した者。

Ｃ

日本国籍を有しない者で、かつ日本国の永住許可を得ていない者。１

本学の授業は、ほとんど日本語で行われるので、授業を受けるのにさしつかえがない程度
の日本語能力を有する者。

２

日本語能力試験又は日本留学試験「日本語」などの結果により評価日 本 語

個別試験（免除することがある）英　　語

学力試験を課す場合がある面　　接





後期－18－

博士後期課程

学 生 募 集 要 項





後期－20－

◇ 一 般 入 試（８月募集）

１．出　願　資　格

　次のいずれかの要件を満たす者とする。
⑴　修士の学位を得た者又は２０２３年９月および２０２４年３月に修士の学位を得る見込みの者。
⑵　外国において、修士の学位に相当する学位を授与された者。
⑶　文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第118号）。
⑷　本研究科において個別の入学資格審査（４頁参照）により、修士の学位を有する者と同等以上
の学力があると認められた者で、２０２４年４月１日までに24歳に達している者。

２．試　験　科　目

　　　　　　　　　　 １）免除することがある
　　　　　　　　　　 ２）詳細については31頁を参照すること

３．そ　　の　　他

　入学試験に合格し、以下に該当する者については、本人の希望により２０２３年１０月入学を許可する。
　・出願資格⑴のうち、修士の学位を得た者又は２０２３年９月に修士の学位を得る見込みの者。
　・出願資格⑵⑶⑷で出願した者。
　　⑷においては、2023年10月１日までに24歳に達している者。

環境科学
専　　攻

情報科学
専　　攻

生物分子
科学専攻物理学専攻生物学専攻化学専攻

外部試験により評価２）〇１）外部試験により評価１）２）〇１）英　　語

修士論文を中心にした口述試験専門科目



後期－21－

◇ 社会人入試（８月募集）

１．出　願　資　格

　社会人としての１年以上の職務歴（※１）を有する者で、かつＡ～Ｄのいずれかの資格要件を満
たす者とする。
　（資格要件）

※１　「社会人としての１年以上の職務歴」＝ 出願する時点で１年以上の職務歴があること。
※２　４頁参照のこと。

２．試　験　科　目

　　　　　　　　　　 １）免除することがある
　　　　　　　　　　 ２）詳細については31頁を参照すること

３．そ　　の　　他

　入学試験に合格し、以下に該当する者については、本人の希望により２０２３年１０月入学を許可する。
　・資格要件Ａのうち、修士の学位を有する者又は２０２３年９月に修士の学位を得る見込みの者。
　・資格要件Ｂ・Ｃ・Ｄで出願した者。

修士の学位を有する者又は２０２３年９月および２０２４年３月に修士の学位を得る見込みの者。Ａ
外国において修士の学位に相当する学位を授与された者。Ｂ
文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第１１８号）。Ｃ

本研究科において個別の入学資格審査（※２）により、修士の学位を有する者と同等以上
の学力があると認められた者で、２４歳に達した者。Ｄ

環境科学
専　　攻

情報科学
専　　攻

生物分子
科学専攻物理学専攻生物学専攻化学専攻

外部試験により評価２）〇１）外部試験により評価２）〇１）英　　語

修士論文を中心にした口述試験専門科目



後期－22－

◇ 外国人入試（８月募集）

１．出　願　資　格

　次に該当する者で、かつＡ～Ｄのいずれかの資格要件を満たす者とする。

　（資格要件）

※１　外国人入試による出願を希望する者は、出願前に必ず専攻主任および志望部門の教員へ連
絡し、合格時に受け入れ可能であることの確認をすること。

※２　４頁参照のこと。

２．試　験　科　目

３．そ　　の　　他

　入学試験に合格し、以下に該当する者については、本人の希望により２０２３年１０月入学を許可する。
　・資格要件Ａのうち、修士の学位を有する者。
　・資格要件Ｂ・Ｃ・Ｄで出願した者。

修士の学位を有する者又は２０２４年３月３１日までに修了する見込みの者。Ａ
外国において修士の学位に相当する学位を授与された者。Ｂ
文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第１１８号）。Ｃ

本研究科において個別の入学資格審査（※２）により、修士の学位を有する者と同等以上
の学力があると認められた者で、２４歳に達した者。Ｄ

日本国籍を有しない者で、かつ日本国の永住許可を得ていない者。

個別試験（免除することがある）英　　語

修士論文を中心にした口述試験専門科目



後期－23－

◇ 一 般 入 試（２月募集）
　

１．出　願　資　格

　次のいずれかの要件を満たす者とする。
⑴　修士の学位を得た者又は２０２４年３月修士の学位を得る見込みの者。
⑵　外国において、修士の学位に相当する学位を授与された者。
⑶　文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第118号）。
⑷　本研究科において個別の入学資格審査（４頁参照）により、修士の学位を有する者と同等以上
の学力があると認められた者で、２０２４年４月１日までに24歳に達している者。

　

２．試　験　科　目

　　　　　　　　　　 １）免除することがある
　　　　　　　　　　 ２）詳細については31頁を参照すること

３．そ　　の　　他

　８月募集入試を受験した者が再度受験する場合には、入学検定料（20,000円）のうち半額を返金
する。再度受験する者は、出願時に本学所定の入学検定料返金願を添付し、申し出ること。

環境科学
専　　攻

情報科学
専　　攻

生物分子
科学専攻物理学専攻生物学専攻化学専攻

外部試験により評価２）〇１）外部試験により評価１）２）〇１）英　　語

修士論文を中心にした口述試験専門科目
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◇ 社会人入試（２月募集）

１．出　願　資　格

　社会人としての１年以上の職務歴（※１）を有する者で、かつA～Dのいずれかの資格要件を満
たす者とする。
　（資格要件）

※１　「社会人としての１年以上の職務歴」＝ 出願する時点で１年以上の職務歴があること。
※２　４頁参照のこと。

２．試　験　科　目

　　　　　　　　　　 １）免除することがある
　　　　　　　　　　 ２）詳細については31頁を参照すること

３．そ　　の　　他

　８月募集入試を受験した者が再度受験する場合には、入学検定料（20,000円）のうち半額を返金
する。再度受験する者は、出願時に本学所定の入学検定料返金願を添付し、申し出ること。

修士の学位を有する者又は２０２４年３月に修士の学位を得る見込みの者。Ａ

外国において修士の学位に相当する学位を授与された者。Ｂ

文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第１１８号）。Ｃ

本研究科において個別の入学資格審査（※２）により、修士の学位を有する者と同等以上
の学力があると認められた者で、２４歳に達した者。Ｄ

環境科学
専　　攻

情報科学
専　　攻

生物分子
科学専攻物理学専攻生物学専攻化学専攻

外部試験により評価２）〇１）外部試験により評価２）〇１）英　　語

修士論文を中心にした口述試験専門科目
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◇ 外国人入試（２月募集）

１．出　願　資　格

　次に該当する者で、かつＡ～Ｄのいずれかの資格要件を満たす者とする。

　（資格要件）

※１　外国人入試による出願を希望する者は、出願前に必ず専攻主任および志望部門の教員へ連
絡し、合格時に受け入れ可能であることを確認すること。

※２　４頁参照のこと。

２．試　験　科　目

３．そ　　の　　他

　８月募集入試を受験した者が再度受験する場合には、入学検定料（20,000円）のうち半額を返金
する。再度受験する者は、出願時に本学所定の入学検定料返金願を添付し、申し出ること。

修士の学位を有する者又は２０２４年３月３１日までに修了する見込みの者。Ａ

外国において修士の学位に相当する学位を授与された者。Ｂ

文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第１１８号）。Ｃ

本研究科において個別の入学資格審査（※２）により、修士の学位を有する者と同等以上
の学力があると認められた者で、２４歳に達した者。Ｄ

日本国籍を有しない者で、かつ日本国の永住許可を得ていない者。

個別試験（免除することがある）英　　語

修士論文を中心にした口述試験専門科目
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博士前期課程
博士後期課程

学生募集要項における共通事項
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◆ 出願書類について

 出願書類一覧 

【博士前期課程】

※１　その学校が作成した和文または英文証明書（原本）とする。それ以外の言語で作成されたものを提出する場合は、日本語または英
語の翻訳文を添付し、大使館、総領事館等の公的機関による翻訳証明を添付すること。

※２　財団法人 国際教育支援協会による日本語能力試験成績記載の証明書原本または独立行政法人日本学生支援機構による日本留学試
験「日本語」の成績記載の証明書原本、又はこれに準ずるもの。当該試験の出願締め切り日から起算して、２年以内に受験した外
部試験の成績証明書を有効とする。

＊の入試区分においては、必要に応じて、その他の書類（推薦書等）を求める場合がある。

▲本学理学部出身者および本学理学部を卒業見込みの者は不要
●外国人のみ必要

外国人社会人一般特別選抜推薦入試区分

出願書類 2月8月2月8月2月8月2月8月7月
＊＊＊＊＊＊＊

〇〇〇〇〇〇〇〇〇
入学志願書
本学所定の様式に本人が記入すること
（30頁参照）

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

写真
1枚（脱帽、上半身、正面、たて4cm×よこ
3cm、最近3カ月以内に撮影）入学志願書の
所定欄に貼付すること

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

入学検定料
20,000円
各銀行窓口で納入し、入学志願書の所定欄
に収納印を受けること

〇〇〇〇▲▲〇〇卒業証明書又は卒業見込証明書 ※１

〇〇〇〇▲▲〇〇成績証明書 ※１

〇〇〇〇〇〇〇〇志望理由書
本学所定の用紙に1,000字程度にまとめたもの

〇〇〇〇化学のみ化学のみ〇〇

研究計画書
本学所定の用紙に志望部門の教員と相談の
上、研究テーマについて1,000字程度にまと
めたもの

化学英語の外部試験成績証明書
（原本）
詳細は31頁を確認すること

〇〇〇〇生物
〇〇〇〇物理

〇分子
〇〇〇〇情報
〇〇〇〇環境

情報のみ卒業論文

分子のみ志望部門教員の承諾書
様式随意

〇〇〇〇●●●●履歴書
本学所定の用紙

〇〇業績報告書
本学所定の用紙に1,000字程度にまとめたもの

〇〇

在職期間証明書
通算して1年以上の在職期間を有すること
の明記された所属長の証明書（様式随意）、
またはこれに準ずるもの

〇〇●●●●●●
在留カードの写し（裏表）
保持していない場合、パスポートの写し
永住者は除く

〇〇日本語の外部試験成績証明書（原本） ※２
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【博士後期課程】

※１　その学校が作成した和文または英文証明書（原本）とする。それ以外の言語で作成されたものを提出する場合は、
　　　日本語または英語の翻訳文を添付し、大使館、総領事館等の公的機関による翻訳証明を添付すること。
※２　スコアの提出を免除することがある。
＊の入試区分においては、必要に応じて、その他の書類（推薦書等）を求める場合がある。

▲本研究科出身者および本研究科を修了見込みの者は不要
△本研究科を修了見込みの者は不要
●外国人のみ必要

外国人社会人一般入試区分

出願書類 2月8月2月8月2月8月
＊＊＊＊

〇〇〇〇〇〇
入学志願書
本学所定の様式に本人が記入すること
（30頁参照）

〇〇〇〇〇〇

写真
1枚（脱帽、上半身、正面、たて4cm×よこ
3cm、最近3カ月以内に撮影）入学志願書の
所定欄に貼付すること

〇〇〇〇〇〇

入学検定料
20,000円
各銀行窓口で納入し、入学志願書の所定欄
に収納印を受けること

〇〇〇〇▲▲最終学校修了証明書又は修了見込証明書
出身大学院において作成したもの ※１

〇〇〇〇▲▲最終学校成績証明書
出身大学院において作成したもの ※１

〇〇〇〇△△志望理由書
本学所定の用紙に1,000字程度にまとめたもの

○○○○△△修士論文
写し

〇〇〇〇△△修士論文要旨３部
A4判1枚以内

〇〇〇〇分子のみ分子のみ

研究計画書
本学所定の用紙に志望部門の教員と相談の
上、研究テーマについて1,000字程度にまと
めたもの

化学英語の外部試験成績証明書
（原本）
詳細は31頁を確認すること

〇〇〇※２〇※２生物
〇〇〇※２〇※２物理

分子
〇〇〇〇情報
〇〇〇〇環境

〇〇〇〇●●履歴書
本学所定の用紙

〇〇業績報告書
本学所定の用紙に1,000字程度にまとめたもの

〇〇

在職期間証明書
通算して1年以上の在職期間を有すること
の明記された所属長の証明書（様式随意）、
またはこれに準ずるもの

〇〇●●●●
在留カードの写し（裏表）
保持していない場合、パスポートの写し
永住者は除く
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 入学志願書についての注意事項 
《全般について》

⑴　入試区分を○で囲むこと。
⑵　10月に入学を希望する者は、秋入学を○で囲むこと。
　　（10月入学資格については、各入試区分の要項を確認すること）
⑶　太線わく内のみ記入すること。
⑷　文字は楷書、数字は算用数字を用いること。
⑸　記入には黒のボールペンを使用すること（鉛筆や字が消えるボールペンは不可）。
⑹　※印は大学側で使用するので、何も記入しないこと。

《各欄の記入について》

⑴　氏名等
　　氏名は通称や略字を使用せず、戸籍のとおりに記入すること。
⑵　志望研究部門等
　　３３～３９頁を参照し、研究部門と研究指導教員名を記入すること。
　　各専攻により記入方法が異なるので、下記のとおり記入すること。
　　志望教員へ連絡の上、志望教員への連絡欄を○で囲むこと。

⑶　現住所
　書類送付先の住所となる。現住所と異なる住所へ送付を希望する場合は出願時に申し出ること。
　出願後、住所が変更になった場合は申し出ること。
⑷　学歴、履歴等
　高等学校卒業から、卒業（修了）見込までの学歴を記入すること。
　大学学部に在学中の場合は、｢◯年◯月◯◯大学◯◯学部◯◯学科卒業見込｣ とすること。
　大学院に在学中の場合は、「○年○月○○大学院○○研究科○○専攻○○課程修了見込」とすること。
　欄が足りない場合や職歴などがある場合は裏面を利用すること。

《銀行振込について》

⑴　必要事項を全て記入し、銀行窓口にて入学検定料を振込んだ後に出願すること。なお、大学控票
と領収書に取扱銀行収納印が押印されていることを必ず確認すること。
⑵　銀行のＡＴＭによる振込には対応できないので、必ず銀行窓口にて振込むこと。
⑶　全国どこの銀行からでも振込むことができるが、手数料がかかる。但し、三菱ＵＦＪ銀行・三井
住友銀行の２銀行の窓口で振込む場合は、手数料は不要となる。
　　　　　振込先銀行  三菱ＵＦＪ銀行 津田沼支店（普通）　4061806
  三井住友銀行 習志野支店（普通）　  19658
  千 葉 銀 行 船 橋 支 店（普通）　1467967

第２志望まで（部門および研究指導教員）
ただし第２志望は記入しなくてもよい。化 学 専 攻

第２志望まで（部門および研究指導教員）
ただし第２志望は記入しなくてもよい。生 物 学 専 攻

第３志望まで（部門および研究指導教員）
ただし第２志望・第３志望は記入しなくてもよい。物 理 学 専 攻

第１志望のみ（部門および研究指導教員）生物分子科学専攻

第３志望まで（部門および研究指導教員）
ただし第２志望・第３志望は記入しなくてもよい。情 報 科 学 専 攻

第１志望のみ（研究指導教員）環 境 科 学 専 攻
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◆ 試験科目について

 全専攻共通 

●英語における外部試験の利用について
一部の入試では、試験科目のうち英語を外部試験により評価します。
ただし、生物学専攻および物理学専攻の博士後期課程一般入試においては、外部試験を免除する場合が
あります。

外部試験の種類

（１）TOEIC　　（２）TOEFL-iBT
・出願時にいずれかのスコアシート（成績証明書）の原本*を提出してください。
外部試験が課される入試において、いずれのスコアシートも提出されない場合は英語の得点は0点と
なります。
・当該試験の出願締め切り日から起算して、2年以内に受験した外部試験のスコアシートを有効とします。
・本学在学生に限り、学内で実施するTOEIC-IPのScore Report（コピー可）も有効とします。
　実施の詳細は別途掲示します。

*TOEIC：Official Score Certificate
  TOEFL-iBT：Test Taker Score Report
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 化学専攻 

●博士前期課程一般入試（２月募集）の面接試験には、卒業研究および研究計画の発表と口頭試問を含
みます。

 環境科学専攻 

英語試験得点の換算：

　　以下の通り基準点を設定し、それ以上を満点としそれ未満を換算します。

　
●本専攻における選抜試験の配点は以下の通りです。

※英語・専門（筆記）・面接それぞれの点のうちいずれかが著しく低い場合は、合否判定に影響する場
合があります。

●博士前期課程一般入試の専門科目筆記試験では、物理学・化学・生物学・地学・数学・統計学・社会
科学の７分野からそれぞれ１問ずつ計７問出題し、そのうち３問を選択解答します。試験受験者は、
どの分野の問題を選択するか、志望理由書に記入してください。

TOEFL-iBTTOEIC/TOEIC-IP（本学実施）
89800

面　　接専門（筆記）英　　語試験区分課　　程
100300300一　 　 般

博士前期課程 200100社 会 人
200外 国 人
200100一　 　 般

博士後期課程 200100社 会 人
200外 国 人

 物理学専攻 

英語試験得点の換算：

　　以下の通り基準点を設定し、それ以上を満点としそれ未満を換算します。

●本専攻における博士前期課程一般入試（８月募集、２月募集）の配点は以下の通りです。

面　　接英語専門科目

志望理由、主体的に学ぶ態度等を評価し総合的に判断する１００４００

TOEFL-iBTTOEIC/TOEIC-IP（本学実施）
89800
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◆ 主な研究内容

１．化 学 専 攻

主　　な　　研　　究　　内　　容担 当 教 員募 集 部 門

焔特異な性質を示す複合金属化合物の新物質探索とその物性解明
焔化学気相蒸着法による原子層材料の合成と機能開拓および有機
単結晶の育成と物性評価

土井　貴弘◇
柳瀬　　隆◇

無機・分析化学

焔新規反応試薬・媒体を用いる高機能物質分離系の開発
焔化学修飾電極および発光性ナノ微粒子を用いた検出方法の開発

平山　直紀※
森田耕太郎※

焔地球システム進化の地球化学、アストロバイオロジー
焔現世の海洋・湖沼・河川・土壌の環境地球化学、生物地球化学
焔水域生態系における物質循環に関する研究

山口　耕生※

　千賀有希子※

焔光磁気物性発現に向けての超分子錯体の結晶設計と機能評価
（アクチノイド錯体およびランタノイド錯体を含む）
焔金属錯体を用いた光機能性分子の創製と機能開発

北澤　孝史※

加知　千裕※

焔理科教育、化学教育、化学教育カリキュラムに関する研究今井　　泉◇
焔新規ナノ物質の合成およびそれらの新規測定法の開発
焔ナノ物質を利用した太陽電池及び自己駆動システムの創製

菅井　俊樹※
桒原　彰太※

物 理 化 学
焔ポリイミドと関連樹脂の高性能化と機能化に関する研究
焔エレクトロニクス用高分子材料の開発とデバイスへの応用

長谷川匡俊※
石井　淳一※

焔環状配位子や直鎖状配位子による超分子構造体の構築と機能発現
焔多機能性含窒素複素環化合物の合成と物性評価
焔新規分子機械の合成と機能評価に関する研究
焔生体機能分子の合成化学的供給や制御に関する研究

☆幅田　揚一※
齋藤　良太※
　桑原　俊介※
佐々木　要※

有 機 化 学

※研究指導教員〔博士前期課程・博士後期課程〕
◇研究指導教員〔博士前期課程（博士後期課程は研究指導補助教員）〕

主　　な　　研　　究　　内　　容担 当 教 員連　携　先

焔粒子線治療や宇宙環境における放射線による高分子の損傷に関
する分析方法の研究開発
焔放射性プローブを用いたがん診断法・治療法の研究・開発

内堀　幸夫

吉井　幸恵

国立研究開発法人
量子科学技術研究開発機構

焔層状珪酸塩及び関連化合物を利用した機能性有機－無機ハイブ
リッド材料の研究田村　堅志国立研究開発法人

物質・材料研究機構

　　連携・提携大学院

（注）☆今年度は募集しない
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主　　な　　研　　究　　内　　容担 当 教 員募 集 部 門

　植物生態学
焔山岳域における植生と植物個体群の環境応答下野　綾子※

進化・生態学

　地理生態学
焔生物の形や大きさに関する進化生態学と量的遺伝学小沼　順二※
　ゲノム進化ダイナミクス
焔下等魚類の染色体放出に関する分子細胞遺伝学的研究
焔哺乳類のＸ染色体の不活性化とエピジェネティクスの解析

久保田宗一郎※
後藤　友二※

　動物進化・多様性
焔脊椎動物の進化史復元ならびに形態多様化研究土岐田昌和※
　行動生態学
焔行動観察と遺伝解析を用いた動物の生態・社会の研究井上　英治※
　動物生態学
焔フィールドワークや遺伝解析による動物の生態学的研究児島　庸介●
　植物生理学
焔植物の環境応答と形態形成に関する研究高橋　秀典※

機 能 生 物 学

　分子発生生物学
焔モデル生物を用いた細胞分化に関する分子遺伝学的研究
焔発生分化における遺伝子発現動態のイメージング解析

川田　健文※
村本　哲哉※

　生体調節学
焔生体における種々の調節機構の生化学・分子生物学的研究
焔ホルモンによる両生類変態・生殖活動の制御メカニズムの研究

岩室　祥一※
蓮沼　　至※

　生化学
焔神経変性疾患における翻訳後修飾やミトコンドリア機能の研究　松本　紋子※

人 間 生 物 学
　幹細胞リプログラミング
焔幹細胞系列におけるリプログラミング機構の研究
焔マウス初期胚におけるエピゲノム制御機構の研究

　多田　政子※
　山口　新平◇

　細胞生物学
焔細胞分化調節の情報経路とその進化　山田　葉子●

※研究指導教員〔博士前期課程・博士後期課程〕
◇研究指導教員〔博士前期課程（博士後期課程は研究指導補助教員）〕
●研究指導補助教員〔博士前期課程〕

２．生物学専攻

　　連携・提携大学院

主　　な　　研　　究　　内　　容担 当 教 員連　携　先

焔地理情報システムを用いた野生動植物の生息適地予測
焔森林生態系に与える草食動物の影響に関する研究

阿部　聖哉
竹内　　亨

一般財団法人
電力中央研究所

焔遺伝子発現のプロフィール解析安倍　真澄国立研究開発法人
量子科学技術研究開発機構

焔鳥類に関する行動学や生態学全般、羽色等の形態学やバイオミメティクス研究
焔希少鳥類の保全を中心とした鳥類の生態に関する研究

森本　　元
　水田　　拓　

公益財団法人
山階鳥類研究所
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３． 物理学専攻

主　　な　　研　　究　　内　　容担 当 教 員募 集 部 門
　　宇宙物理学　兼焔観測的宇宙論、銀河・銀河団形成、電磁波の多波長観測牽験焔数値相対論、ブラックホール、中性子星、重力波

北山　　哲※
関口雄一郎※

宇宙・素粒子
物 理 学

　　素粒子物理学
兼焔ニュートリノ献献焔高エネルギー宇宙線献献焔宇宙における暗黒物質牽献焔クォークの物理献献焔物質内部における素粒子の反応献験焔粒子検出器・測定器開発

小川　　了※
中　　竜大◇

　　磁性物理学
兼牽焔強相関電子系・超巨大磁気抵抗効果・トポロジカル絶縁体験

赤星　大介※
鈴木　健士＊

物 性 物 理 学
　　低温物理学　兼焔低次元伝導体の金属－非金属転移牽験焔超伝導体を含む分子性伝導体の物理

田嶋　尚也※
川椙　義高◇

　　物性理論
兼焔強磁場中の電子輸送理論（量子ホール効果等）献牽焔不規則電子系の輸送理論献験焔スピントロニクスの理論

河原林　透※
大江純一郎※

　　原子過程科学
兼焔電子衝撃による原子・分子の励起状態の生成と緩和献牽焔質量分析装置の開発献験焔分子負イオンの精密分光

酒井　康弘※
古川　　武◇

量子・原子物理学 　　レーザー物理学
兼焔超高感度、超高分解能レーザー分光法献牽焔光コムの開発と応用献験焔レーザーマイクロビームの開発研究

金　　衛国※
中嶋　善晶＊

※研究指導教員〔博士前期課程・博士後期課程〕
◇研究指導教員〔博士前期課程（博士後期課程は研究指導補助教員）〕
＊研究指導教員〔博士前期課程〕

主　　な　　研　　究　　内　　容担 当 教 員連　携　先
　医学物理学
焔宇宙放射線防護（宇宙飛翔体中での線量計測や重粒子線のフラ
グメント計測）の研究、放射線計測機器の研究開発
焔核医学による治療、標的アイソトープ治療（固体飛跡検出器等
による放射線測定）の研究
焔医療用放射線（重粒子線、陽子線、Ｘ線等）の診断・治療にお
ける物理技術的最適化の研究
焔加速器、照射野形成機器、診断機器、放射線検出器等の装置開
発
焔放射線生物作用過程の研究
焔サイクロトロン加速器を用いた研究

内堀　幸夫

小平　　聡

米内　俊祐

吉井　　裕

涌井　崇志

国立研究開発法人
量子科学技術研究開発機構

　電波天文学
焔高感度サブミリ波検出器・赤外線分光器の開発松尾　　宏

大学共同利用機関法人
自然科学研究機構
国立天文台

　原子核物理学
焔スピン関連不安定核の研究
焔イオンマイクロビームの開発と応用

上坂　友洋
池田　時浩

国立研究開発法人
理化学研究所

　極限重元素科学
焔精密質量分析装置の開発伊藤　由太

国立研究開発法人
日本原子力研究開発機構

　　連携・提携大学院
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（注）☆今年度は募集しない
（注）連携・提携大学院（３９頁参照）での研究を希望する者は、各担当教員や専攻主任に相談すること。

本専攻の院生は主に量子科学技術研究開発機構、国立感染症研究所等で研究を行っている。

主　　な　　研　　究　　内　　容担 当 教 員募 集 部 門

焔細菌の細胞表層形成およびバイオフィルム形成の分子機構
焔細胞の外界への適応・進化及び癌化の分子機構
焔神経発生と神経変性の分子機構
焔がん転移に伴う細胞の変化と遺伝子発現制御機構
焔免疫細胞における環境ストレス応答の分子機構
焔プラナリア・発生学・情報学で迫る全能性幹細胞の維持機構

☆藤崎　真吾※
岸本　利彦※
曽根　雅紀※
古倉　健嗣※
大谷　真志※
鹿島　　誠＊

分 子 生 物 学

焔生理機能を制御して解析する機能性分子の設計と合成
焔縮合多環芳香族化合物の設計と合成
焔レーザー分光法を用いた生体分子の機能解析
焔酵素タンパク質の機能解析と立体構造解析
焔生物時計分子装置の構造と機能解析

古田　寿昭※
渡邊総一郎※
細井　晴子※
後藤　　勝※
武藤　梨沙＊

分 子 科 学

焔魚類皮膚における細胞間相互作用と組織恒常性
焔有用植物遺伝子の構造とその発現制御
焔老化に伴う貪食応答および炎症発症への影響
焔魚類や哺乳類の組織構築・リモデリングに関与する分子の探索
や機能解析
焔脳の恒常性と神経可塑性の分子メカニズム

杉本　雅純※
佐藤　浩之※
永田喜三郎※
塚田　岳大※

　
上田奈津実◇

分 子 医 学
・ 生 理 学

※研究指導教員〔博士前期課程・博士後期課程〕
◇研究指導教員〔博士前期課程（博士後期課程は研究指導補助教員）〕
＊研究指導教員〔博士前期課程〕

４．生物分子科学専攻
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主　　な　　研　　究　　内　　容担 当 教 員募 集 部 門

焔ディジタル信号処理
焔暗号の応用とネットワークセキュリティ
焔統計学を用いたデータ解析
焔プログラミング言語理論と数理論理学
焔集合値解析および非線形解析
焔コンピュータネットワーク
焔視覚情報処理と可視化
焔機械学習とコンピュータビジョン
焔金融工学と数理ファイナンス
焔代数的組合せ論と計算可換代数
焔データ科学と教育・学習支援
焔非線形解析学と凸解析学
焔エージェント技術と社会デザイン
焔生物情報ネットワークの構造と情報解析
焔数理最適化理論とオペレーションズ・リサーチ
焔電子ホログラフィを中心とした高臨場感メディアシステム
焔位相幾何学、葉層構造論
焔医学情報処理
焔音楽情報および画像情報の処理と認識
焔代数的整数論、岩澤理論
焔解析的整数論、デイオファントス近似論
焔脳科学、計算的神経科学

伊藤　　登※
金岡　　晃※
菊地　賢一※
木村　大輔◇
木村　泰紀※
佐藤　文明※
白石　路雄◇
　数藤　恭子※
高田　英行※
土谷　昭善●
豊田　哲也＊
　豊田　昌史※
中島　　悠◇
Jose Nacher※
並木　　誠※
西辻　　崇●
野田　健夫※
日紫喜光良※
松島　俊明※
村上　和明●
☆安冨　真一※
我妻　伸彦＊

情 報 科 学

※研究指導教員〔博士前期課程・博士後期課程〕
◇研究指導教員〔博士前期課程（博士後期課程は研究指導補助教員）〕
＊研究指導教員〔博士前期課程〕
●研究指導補助教員〔博士前期課程〕

５．情報科学専攻

　　連携・提携大学院

主　　な　　研　　究　　内　　容担 当 教 員連　携　先

焔ＡＩ応用システム、並列システム
焔機械学習と実世界応用
焔パターン認識と医用画像処理
焔人工知能応用による画像診断支援

高橋　栄一
村川　正宏
坂無　英徳
野里　博和

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

（注）☆今年度は募集しない
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主　　な　　研　　究　　内　　容担 当 教 員募 集 部 門

焔促進酸化技術を用いた難分解性物質の分解に関する研究
焔環境中における化学物質の分析と発生・分布・動態の解析
焔環境浄化を目指した新しいナノ細孔材料の研究

井関　正博※
齋藤　敦子※
今野　大輝※

環 境 化 学

焔外来移入種の干潟生態系に与える影響評価と対策
焔生態系の物質循環のメカニズム解明と生態系管理に関する研究
焔寄生虫を中心とした生物の多様性と生態に関する研究
焔海産無脊椎動物の進化生態および多様性に関する研究

☆大越　健嗣※
安立美奈子※
脇　　　司※
　山崎　大志＊

環 境 生 態 学

焔地球および惑星大気中に存在する物質の分光学的同定と大気成
分観測
焔岩石とその内部に発達した断層の透水特性、力学特性および力
学－水理連成特性の評価

尾関　博之※

上原　真一※
地球環境科学

焔地域環境計画の各段階における市民参加と合意形成コミュニ
ケーションのあり方
焔政策の立案や開発事業の計画における環境アセスメントの手法
と民主的な意思決定の方法に関する研究
焔再生可能エネルギーの活用による地域活性化の仕組みづくりに
関する研究

　朝倉　暁生※

柴田　裕希※

　竹内　彩乃※

環 境 管 理 ・
創 成 科 学

※研究指導教員〔博士前期課程・博士後期課程〕
＊研究指導教員〔博士前期課程〕

６．環境科学専攻

（注）☆今年度は募集しない

　　連携・提携大学院

主　　な　　研　　究　　内　　容担 当 教 員連　携　先

焔メタンハイドレート資源開発におけるメタンハイドレート再生
成挙動・熱物質移動特性解析、ハイドレートの物理特性に基づ
く機能活用技術の研究

室町　実大
国立研究開発法人
産業技術総合研究所

焔視神経再生メカニズムの再生、緑内障の予防及び治療法の開発行方　和彦
公益財団法人
東京都医学総合研究所

焔断層摩擦すべり特性に関する研究、断層活動性評価に関する
研究

溝口　一生
一般財団法人
電力中央研究所

焔湿地や草原の生物多様性保全と自然再生西廣　　淳
国立研究開発法人
国立環境研究所
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７．理学研究科共通
　　臨床検査技師課程研究室

主　　な　　研　　究　　内　　容担 当 教 員募 集 部 門

病態検査学
〇生体成分および細胞機能の制御・異常に関する臨床検査学的研究

村野　武義◇
鈴木　　淳●

臨 検 課 程

◇研究指導教員〔博士前期課程（博士後期課程は研究指導補助教員）〕
●研究指導補助教員〔博士前期課程〕

◆ 連携・提携大学院

　本研究科では、下記研究機関と教育・研究に係わる連携・提携大学院の協定を締結しており、研究
機関内での実習をはじめ、特定専門分野の研究を行うことができる。
　下記の研究所あるいは連携・提携大学院での研究を希望する者は出願前に必ず専攻主任まで連絡を
とること。

　　研究機関（２０２3年４月１日予定）

環境科学情報科学生物分子
科　　学物 理 学生 物 学化　　学専　攻

連携先

◯大学共同利用機関法人　自然科学研究機構
国立天文台

◯東京慈恵会医科大学

◯東京医科大学

◯◯◯国立研究開発法人　産業技術総合研究所

◯◯◯◯国立研究開発法人　量子科学技術研究開発機構

◯国立研究開発法人　理化学研究所

◯国立研究開発法人　物質・材料研究機構

◯◯一般財団法人　電力中央研究所

○公益財団法人　山階鳥類研究所

◯◯公益財団法人　東京都医学総合研究所

◯国立研究開発法人
国立精神・神経医療研究センター　神経研究所

◯地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター

◯国立研究開発法人
国立がん研究センター研究所

◯国立研究開発法人　国立環境研究所

◯国立研究開発法人　日本原子力研究開発機構

◯地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター

（注）臨床検査技師課程研究室へは、東邦大学理学部 臨床検査技師課程に所属する学生のみ出願可能。
原則として、各専攻（化学専攻・生物学専攻・生物分子科学専攻・環境科学専攻）の推薦入試で
選考を行う。

（注）臨床検査技師資格を持つ社会人については、担当教員に問い合わせること。




